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西
之
島
視
察
会 

 

日
頃
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
西
之
島
の
現
状
を

知
る
機
会
と
し
て
、
小
笠
原
村
の
主
催
に
よ
り
西
之

島
視
察
会
を
実
施
し
ま
す
。 

【
実
施
方
法
】
定
期
船
「お
が
さ
わ
ら
丸
」を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
、
父
島
か
ら
西
之
島
沖
合
へ
航
行
し
、
西

之
島
を
周
回
し
、
父
島
へ
戻
る
。 

【
実
施
日
】
６
月
28
日
（土
） 

 
 

午
前
９
時 

 
 
 
 
 
 

父
島
出
発 

 
 

午
後
１
時 

 
 

西
之
島
沖
合
着 

周
回
（
65
分
） 

 
 

午
後
２
時
５
分 

 
 
 
 
 

西
之
島
沖
合
発 

 
 

午
後
６
時
30
分 

 
 
 

父
島
着 

【
内
容
】 

 

《
視
察
会
》
西
之
島
の
周
囲
を
安
全
な
距
離
を
確

保
し
て
周
回
し
、
船
上
か
ら
視
察
す
る 

 
 

※
上
陸
は
し
ま
せ
ん
。 

 

《
船
内
イ
ベ
ン
ト
》
航
海
中
の
自
然
観
察
会
な
ど 

【
参
加
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
現
に
住
所
を
有
す
る
者 

【
募
集
人
数
】
３
０
０
名 

【
応
募
方
法
】小
笠
原
村
役
場
・母
島
支
所
の
窓
口
に

お
い
て
、
申
込
書
を
記
入
。 

 

※
先
着
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

※
同
一
世
帯
以
外
の
代
理
申
し
込
み
は
、
申
込
者

を
含
め
５
名
ま
で
で
す
。 

 

※
電
話
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。 

【
応
募
期
間
】
６
月
３
日
（火
）～
11
日
（水
） 

【
船
内
利
用
席
】 

 

○
船
内
で
の
利
用
席
は
、
１
等
、
特
２
等
、
２
等

船
室
を
利
用
。 

 

○
１
等
は
１
人
申
込
の
場
合
は
２
名
相
部
屋
と
し
、 

２
名
以
上
の
場
合
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
単
位
と
し
ま

す
。
ま
た
特
２
等
は
下
段
の
み
の
利
用
と
な
り
ま
す
。 

【
参
加
負
担
金
】 

 

《
２
等
》 

大
人 

５
千
円 

 

《
特
２
等
》
大
人 

７
千
円 

 

《
１
等
》 

大
人 

９
千
円 

 
 

※
い
ず
れ
も
高
校
生
以
下
半
額
、幼
児
無
料（
船

席
な
し
） 

【
母
島
か
ら
の
参
加
者
へ
の
配
慮
事
項
】 

６
月
27
日
母
島
か
ら
父
島
へ
移
動
し
、
６
月
29
日

父
島
か
ら
母
島
へ
帰
島
す
る
日
程
で
参
加
す
る
島
民

に
限
り
、
は
は
じ
ま
丸
乗
船
料
を
補
助
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

父
島
返
還
祭 

 

今
年
も
、
小
笠
原
諸
島
の
日
本
復
帰
を
記
念
し
た

父
島
返
還
祭
を
実
施
し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
の
出
店
を
行
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
６
月
21
日
（土
）午
後
５
時
か
ら 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 
 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係  

 

２
―
３
１
１
１ 

 

母
島
返
還
祭 

 

６
月
１
日
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
今
年
の
母
島
返
還
祭
は
、
前
夜
祭
、
当
夜
祭
で

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
す
。 

前
夜
祭
、
当
夜
祭
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

表
彰
式
、
花
火
大
会
、
演
芸
大
会
お
よ
び
夜
店
の
出

店
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
21
日
（土
）前
夜
祭 

６
月
22
日
（日
）当
夜
祭 

両
日
と
も
午
後
６
時
30
分
か
ら 

【
場
所
】
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

 

●
問
合
せ
先 

 

母
島
返
還
祭
実
行
委
員
会
事
務
局 

（母
島
支
所
庶
務
係
） 

 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

教
育
委
員
会
委
員
の
紹
介 

 

教
育
委
員
会
は
、
教
育
行
政
の
基
本
方
針
や
重
要

施
策
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
意
思
を
決
定
す
る
合

議
機
関
で
す
。 

３
月
の
小
笠
原
村
議
会
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
教

育
委
員
３
名
の
就
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

５
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
小
笠
原
村
教
育
委
員
会
で
委

員
長
お
よ
び
委
員
長
職
務
代
理
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

小
笠
原
村
の
教
育
委
員
は
、
教
育
長
を
含
め
４
名
で
す
。 

教
育
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。 

【
委
員
長
】 

 
 
 
 
 
 

上
床 

祝
（父
島
） 

【
委
員
長
職
務
代
理
者
】 

 

綱
島 

修
（母
島
） 

【
委
員
】 

 
 
 
 
 
 
 

佐
藤
文
彦
（父
島
） 

【
教
育
長
】 

 
 
 
 
 

 
 

伊
藤
直
樹 

※
教
育
長
を
除
く
委
員
の
任
期
は
、
平
成
30
年 

 

４
月
27
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
（教
育
長
の
任
期

は
、
平
成
27
年
９
月
25
日
ま
で
で
す
）。 

※
委
員
長
お
よ
び
委
員
長
職
務
代
理
者
の
任
期
は
、

平
成
27
年
４
月
27
日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
の
点
検
・評
価

（平
成
25
年
度
分
）の
公
表 

 

「地
方
教
育
行
政
の
組
織
お
よ
び
運
営
に
関
す
る

法
律
」に
基
づ
き
、
村
教
育
委
員
会
は
、
教
育
委
員
会

の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
お
よ
び
執
行
の
状
況

に
つ
い
て
点
検
お
よ
び
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に

関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
、
議
会
へ
提
出
す
る
と
と

も
に
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

点
検
お
よ
び
評
価
の
対
象
は
、
「小
笠
原
村
教
育
委
員

会
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
主
要
施
策
」に
つ
い
て
で
あ 

り
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
施
策
や
事
業
の
進
捗
状
況

を
取
り
ま
と
め
、
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
取
し
、
教
育

委
員
会
に
お
い
て
、
こ
の
点
検
・評
価
が
行
わ
れ
ま
す
。 

平
成
25
年
度
分
の
点
検
お
よ
び
評
価
の
報
告
書

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
教
育
委
員
会
事
務
局
お
よ
び
母
島
支
所
に
て

閲
覧
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

硫
黄
島
掃
海
訓
練
に
よ
る
操
業
制
限 

 

硫
黄
島
周
辺
海
域
で
防
衛
省
に
よ
る
掃
海
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

訓
練
期
間
中
は
制
限
水
域
で
の
航
行
や
操
業
は
で
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ﾀﾞﾑ 貯水率 

５/2６現在 

父島 

100/100 

母島 

100/100 

 

４月気象状況   （父島） 

最高気温   25.3℃ 

最低気温   12.8℃ 

平均気温   19.5℃ 

平均湿度   74％ 

月降水量   42.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（５/1）  
 

 

             2,534人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,070人   464人 
 

 
 

  世帯      1,165    260 

ＮＯ．６３０ 
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６/１(日)  
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き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
制
限
期
間
】
６
月
20
日
（金
）～
29
日
（日
） 

【
制
限
水
域
の
範
囲
】
左
図
の
と
お
り
（ア
～
ウ
区
域
） 

           

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
即
売
会 

  

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会
で
は
、
島
民

の
皆
さ
ま
に
よ
り
多
く
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
ご

購
入
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

の
即
売
会
を
６
月
９
日
（月
）午
後
４
時
か
ら
実
施
い

た
し
ま
す
。
販
売
時
間
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

ポ
ス
タ
ー
・チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ
い
。 

【
場
所
】
Ｊ
Ａ
父
島
支
店
駐
車
場 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

（産
業
観
光
課
内
） 

 
 
 

 

２
―
３
１
１
４ 

 

認
定
農
業
者
制
度 

  

認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
で
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
す
る
農
業
者
が
立
て
た
計
画
を
市
町
村
が
認
定

し
、
そ
の
計
画
の
実
現
に
向
け
た
農
業
者
の
取
り
組

み
を
、関
係
機
関
・団
体
が
連
携
し
て
支
援
し
て
い
く

制
度
で
す
。 

 

農
業
経
営
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
り
、

農
業
者
が
自
ら
作
成
す
る
「農
業
経
営
改
善
計
画
」が

村
の
農
業
基
本
構
想
に
即
し
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

平
成
26
年
度
の
認
定
申
請
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。 

 

◎
農
業
経
営
改
善
計
画
書
記
入
相
談
会 

  

認
定
農
業
者
の
申
請
に
必
要
な
要
件
や
提
出
書
類

の
書
き
方
に
つ
い
て
、
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。
申

請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
事
前
に
申
し
込
み
の

う
え
本
相
談
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
24
日
（火
）午
後
１
時
30
分
～ 

（１
人
約
１
時
間
） 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
28
日
（土
）午
後
１
時
30
分
～ 

（１
人
約
１
時
間
） 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 
◎
農
業
経
営
改
善
計
画
申
請
受
付 

 

【
提
出
期
限
】
７
月
４
日
（金
） 

【
提
出
先
】
村
役
場
産
業
観
光
課
ま
た
は
母
島
支
所 

 
 ●

申
込
・問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

２
―
３
１
１
４ 

 

小
笠
原
村
観
光
局
事
業
報
告
会 

  

村
で
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
、
旅
行
会
社
、
マ
ス

コ
ミ
お
よ
び
個
人
旅
行
者
な
ど
に
小
笠
原
村
の
観
光

に
関
す
る
情
報
発
信
や
相
談
業
務
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
運
営
や
営
業
展
開
を
行
う
事
業
を
東
京
諸
島
観
光

連
盟
に
委
託
し
、
「小
笠
原
村
観
光
局
」と
し
て
、
精

力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
25
年
度
の
事
業
報
告
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

《
父
島
》
６
月
３
日
（火
）午
後
７
時
～ 

《
母
島
》
６
月
４
日
（水
）午
後
７
時
～ 

【
場
所
】 

《
父
島
》
Ｂ
―
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

《
母
島
》
母
島
支
所 

２
階
会
議
室 

【
報
告
内
容
】
小
笠
原
村
観
光
局
の
事
業
報
告 

 

○
メ
デ
ィ
ア
対
応 

 

○
本
土
で
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
・対
応 

 

○
旅
行
会
社
へ
の
営
業
活
動 

 

○
教
育
旅
行
の
誘
致
活
動 

 

○
新
規
展
開
の
紹
介
・提
案
な
ど 

【
報
告
発
表
者
】
小
笠
原
村
観
光
局 

根
岸 

康
弘 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
報
告
会 

  

村
で
は
、
実
際
に
来
島
さ
れ
た
観
光
客
を
対
象
に

小
笠
原
の
観
光
に
関
す
る
詳
細
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
平
成
25
年
度
分
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

実
際
に
来
島
さ
れ
た
お
客
さ
ま
の
評
価
や
ニ
ー
ズ

を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
魅
力
的
な
地
域
づ
く

り
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

《
父
島
》
６
月
９
日
（月
）午
後
７
時
～ 

《
母
島
》
６
月
10
日
（火
）午
後
７
時
～ 

【
場
所
】 

《
父
島
》
Ｂ
―
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
報
告
内
容
】 

 

○
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
内
容 

 

○
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果 

 

○
調
査
結
果
か
ら
分
か
る
こ
と
な
ど 

【
報
告
発
表
者
】 

 

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事 

楠
部 

真
也
氏 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
お
よ
び
商
業

統
計
調
査
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す 

  

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
は
、
事
業
所
お
よ
び
企

業
の
活
動
状
況
を
調
査
し
、
す
べ
て
の
産
業
分
野
に

お
け
る
企
業
構
造
を
全
国
お
よ
び
地
域
別
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。 

 

商
業
統
計
調
査
は
、
商
業
を
営
む
事
業
所
の
従
業
者

数
お
よ
び
商
品
販
売
額
な
ど
を
調
査
し
、わ
が
国
の
商
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。 

 

両
調
査
は
、
共
に
平
成
26
年
に
実
施
す
る
た
め
、

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
お
よ
び
企
業
に
お
け
る
負

担
の
軽
減
、
効
率
的
か
つ
円
滑
な
調
査
の
実
施
な
ど

の
観
点
か
ら
、
一
体
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。 

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
「統
計 

法
」に
定
め
ら
れ
て
い
る
利
用
目
的
以
外
（例
え
ば
、

徴
税
資
料
な
ど
）に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
事
業
所
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
商
業
統
計

調
査
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
（総
務
省
、
経
済
産
業
省
） 

h
ttp

://e-cen
su

s-sy
ou

g
y
o.sta

t.g
o.jp

/in
d
ex

.h
tm

 
 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

国
民
健
康
保
険
税 

 

【
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
の
変
更
】 

 
 

本
年
度
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額

が
高
齢
者
支
援
分
に
つ
い
て
は
14
万
円
か
ら 

16
万
円
に
、
介
護
保
険
分
に
つ
い
て
は
12
万
円

か
ら
14
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

【
保
険
税
の
軽
減
】 

国
民
健
康
保
険
税
に
は
、
低
所
得
世
帯
や
中
間

所
得
世
帯
を
対
象
に
、
世
帯
主
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
所
得
の
合
計
額
が
一

定
の
所
得
よ
り
少
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、
納
税

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す
。 

小
笠
原
村
で
は
、
均
等
割
と
平
等
割
に
つ
い
て

７
割
、
５
割
、
２
割
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。 

軽
減
制
度
は
、
申
請
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
所
得
の
申
告
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
軽
減
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
世
帯
主

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
全
員
が
申
告
を

済
ま
せ
て
い
る
世
帯
に
限
ら
れ
ま
す
。 

１
人
で
も
未
申
告
者
が
い
る
と
軽
減
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
収
入
が
な
い
方
で

も
所
得
の
申
告
は
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
軽
減
判
定
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
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い
な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
め
て
判
定
し
ま

す
。
（保
険
税
の
計
算
に
は
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
主
の
所
得
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。
） 

【
倒
産
・解
雇
や
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
を
さ

れ
た
方
へ
の
保
険
税
軽
減
】 

非
自
発
的
失
業
者
の
方
は
申
請
の
手
続
き
を

す
る
と
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

 

《
対
象
者
》離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期

間
に
お
い
て
、  

〇
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（倒
産
・解
雇
な

ど
に
よ
る
離
職
。
離
職
理
由
コ
ー
ド 
11
、
12
、

21
、
22
、
31
、
32
の
方
） 

〇
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（雇
い
止
め
な

ど
に
よ
る
離
職
。
離
職
コ
ー
ド
が
23
、
33
、
34

の
方
） 

た
だ
し
、
特
例
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給

資
格
者
は
、
右
記
の
離
職
コ
ー
ド
で
あ
っ
て
も

対
象
外
で
す
。 

※
特
例
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「特
」と
、
高

年
齢
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「
高
」
と
表

記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

《
申
請
場
所
》
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所 

《
持
参
す
る
も
の
》「雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」、

印
鑑
（ス
タ
ン
プ
タ
イ
プ
印
鑑
不
可
） 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

小
笠
原
小
学
校 

学
校
公
開 

 

小
笠
原
小
学
校
で
は
、
次
の
日
程
で
学
校
公
開
を

実
施
し
ま
す
。 

こ
の
学
校
公
開
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
学

習
や
生
活
全
般
の
様
子
を
参
観
い
た
だ
き
、
学
校
で

の
児
童
の
様
子
、
授
業
の
内
容
や
方
法
な
ど
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
ご
多
用
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
ご

来
校
く
だ
さ
い
。 

【
公
開
日
・時
程
】 

６
月
７
日
（土
） 

《
１
校
時
》
午
前
８
時
25
分
～
９
時
10
分 

《
２
校
時
》
午
前
９
時
20
分
～
10
時
５
分 

《
３
校
時
》
午
前
10
時
25
分
～
11
時
10
分 

《
４
校
時
》
午
前
11
時
20
分
～
12
時
５
分 

（体
育
館
で
避
難
・引
き
渡
し
訓
練
を
実
施
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２
―
２
０
１
２ 

 

小
学
校
教
科
用
図
書
見
本
展
示
会 

  

平
成
27
年
度
か
ら
村
立
小
学
校
で
使
用
す
る
教

科
書
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

【
展
示
期
間
】
５
月
30
日
（金
）～
７
月
２
日
（水
） 

※
父
島
・母
島
と
も
に
土
日
・祝
日
を
除
く 

【
展
示
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

※
母
島
は
正
午
～
午
後
１
時
30
分
ま
で
を
除
く 

【
展
示
場
所
】 

《
父
島
》
村
役
場
ホ
ー
ル 

 
《
母
島
》
母
島
支
所
ホ
ー
ル 

 ●
問
合
せ
先 
教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
減
額
・免
除 

 

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
に
つ
き
ま
し

て
、次
の
方
々
は
、減
額
・免
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

【
利
用
料
減
額
・免
除
対
象
者
】 

○
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
者 

○
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
世
帯
の
中
に
満
65
歳 

以
上
の
高
齢
者
が
い
る
場
合 

○
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基

づ
く
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
を
所
持

し
て
い
る
者
が
世
帯
主
の
場
合 

対
象
と
な
る
方
は
、
Ｉ
Ｔ
推
進
係
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

昨
年
度
ま
で
対
象
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
、

手
続
き
に
必
要
な
書
類
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
７
８
０ 

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

 

６
月
は
、
個
人
住
民
税(

村･

都
民
税)(

第
１
期)

、

国
民
健
康
保
険
税(

第
１
期)

お
よ
び
介
護
保
険
料(

第

１
期)

の
納
期
で
す
。 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
６
月
30
日(

月)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

 

急
患
搬
送
８
０
０
回
御
礼 

 

海
上
自
衛
隊
の
飛
行
艇
・ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

急
患
搬
送
が
、
今
年
２
月
で
８
０
０
回
を
数
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に
感
謝
の
意
を
伝
え
る
た 

め
、
４
月
に
は
東
京
都
と
と
も
に
海
上
自
衛
隊
航
空

集
団
、
同
第
４
航
空
群
（厚
木
基
地
）、
同
第
21
航
空

群
（館
山
基
地
）、
同
第
31
航
空
群
（岩
国
基
地
）に
、

５
月
７
日
に
は
父
島
基
地
分
遣
隊
に
対
し
村
民
を
代

表
し
て
村
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。 

今
月
実
施
す
る
硫
黄
島
訪
島
事
業
の
際
に
、
硫
黄
島

航
空
基
地
隊
へ
も
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
予
定
で
す
。 

昼
夜
を
問
わ
ず
急
患
搬
送
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
各
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
い

た
し
ま
し
て
改
め
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

           

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 
２
―
１
１
１
１ 

西
町
国
有
地
モ
ク
マ
オ
ウ
伐
採
な
ど 

 

父
島
字
西
町
国
有
地
内
に
あ
る
モ
ク
マ
オ
ウ
を
、

次
の
日
程
で
伐
採
、
抜
根
作
業
を
行
い
ま
す
。 

 

モ
ク
マ
オ
ウ
の
半
径
約
15
ｍ
以
内
が
作
業
範
囲

と
な
り
ま
す
の
で
、
期
間
中
の
駐
車
な
ど
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
期
間
】
６
月
３
日
（火
）～
17
日
（火
） 

          

●
問
合
せ
先 

財
政
課
財
政
係 

２
―
３
１
１
２ 

 

ご
み
収
集
日
の
変
更
（母
島
） 

 

母
島
の
資
源
物
の
回
収
日
を
次
の
と
お
り
変
更
し

ま
す
。 

【
有
害
物
・危
険
物
（赤
い
カ
ゴ
）】 

 
 

毎
月
第
１
木
曜
日
→ 

毎
月
第
２
木
曜
日 

【
お
願
い
】
最
近
、
収
集
日
前
日
の
夜
に
ス
テ
ー 

 

シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出
し
た
り
、
収
集
後
に
出
し
た

り
す
る
方
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ご
み
は
収
集
日

当
日
の
、
朝
８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

犬
の
適
正
な
散
歩 

 

最
近
、
大
根
山
霊
園
に
お
い
て
、
飼
い
犬
に
よ
る

と
思
わ
れ
る
フ
ン
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
見
ら
れ
ま

す
。
大
根
山
霊
園
で
は
犬
を
つ
な
い
で
散
歩
し
、
放

し
て
遊
ば
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ 

い
。
万
が
一
犬
が
フ
ン
を
し
た
場
合
は
放
置
せ
ず
、

持
ち
帰
っ
て
の
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 
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行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
程
】
６
月
13
日
（金
） 

【
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
２
―
３
１
１
３ 

      
 

日
本
赤
十
字
社 

社
費
募
集 

 

日
本
赤
十
字
社
は
、「人
道
」の
基
本
理
念
の
も
と
、

国
際
赤
十
字
の
一
員
と
し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
な

ど
の
国
際
人
道
法
の
精
神
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
国
の
内
外
に
お
い
て
展
開
し
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
村
に
お
い
て
も
、
日
本
赤
十
字
社
東
京
都

支
部
よ
り
災
害
備
蓄
品
や
災
害
対
策
用
車
両
な
ど
の

交
付
を
受
け
て
い
ま
す
。 

一
人
で
も
多
く
の
方
に
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

赤
十
字
活
動
資
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
募
集
方
法
】 

《
父
島
》
村
民
の
方
へ
は
、
父
島
婦
人
会
の
方
が

各
戸
訪
問
の
上
、
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
小
笠
原
支
庁
、
小
笠
原
村
役
場
窓
口
で

も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
ま
た
は
村
役

場
母
島
支
所
の
窓
口
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 

３
―
２
１
２
１ 

村
役
場
総
務
課
総
務
係 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

村
役
場
母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

平
成
25
年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部

事
務
組
合
情
報
公
開
実
施
状
況
の
公
表 

 

 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
の
情
報
公
開
制

度
は
、
島
し
ょ
９
町
村
の
住
民
の
組
合
行
政
へ
の
参

加
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
組
合
の
公
正

な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
、
毎

年
１
回
の
情
報
公
開
実
施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
25
年
度
の
情
報
公
開
実
施
状
況
を
、
次
の
と

お
り
公
表
い
た
し
ま
す
。 

【
平
成
25
年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合

情
報
公
開
実
施
状
況
】 

《
公
開
請
求
件
数
》
２
件 

 
《
公
開
決
定
件
数
》２
件
（一
部
公
開
決
定
を
含
む
） 

 
●
問
合
せ
先 

 
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
総
務
課
庶
務
係 

 

 
 
 
 
 
 
 

０
３
ー
３
４
３
２
ー
４
９
６
１ 

 母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、６
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
時
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
は
、 

電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】 

〇
６
月
２
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

〇
６
月
30
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

〇
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 

〇
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

〇
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

 

〇
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

   

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

  

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る

た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施
し
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
16
日
（月
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、

お
よ
び
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（免
許
証
な
ど
） 

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終
了

後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年
間
パ

ス
」が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
お

気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
パ
ス
を
お

持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
期

間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ
の
講
習
を
受
講
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
パ
ス
の
有
効
期
間
は
、

受
講
し
た
日
か
ら
２
年
間
と
な
り
ま
す
。 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し
て
お

り
ま
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（講
習

は
、
原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間
で 

１
時
間
程
度
行
い
ま
す
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除
お
よ
び 

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
・遊
歩
道
の
通
行
止
め 

 

環
境
省
お
よ
び
東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復

を
図
る
た
め
、
銃
器
な
ど
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を

行
な
い
ま
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分

配
慮
し
ま
す
が
、
作
業
区
域
内
に
は
、
指
定
さ
れ
た

ル
ー
ト
を
除
き
、
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
日
程
に
お
い

て
遊
歩
道
お
よ
び
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
を
通
行
止
め

に
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
期
間
】
６
月
13
日
（金
）～
26
日
（木
） 

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日
か
ら
入
港
日
の
み
実

施
し
ま
す
。 

【
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後
５
時
30
分 

 

※
出
港
日
は
午
後
２
時
か
ら 

※
入
港
日
は
午
前
11
時
30
分
ま
で 

 

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に

小
港
岬
ま
で
の
沿
岸
と
夜
明
け
道
路
お
よ
び
屏
風

谷
か
ら
小
港
園
地
ま
で
の
沿
道
そ
の
周
辺
山
域

（住
宅
地
を
除
く
） 

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
通
行
止
め
日
】 

①
常
世
ノ
滝
～
千
尋
岩
方
面
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び 

西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

 
 

 

６
月
13
日
（金
） 

②
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
  

 

６
月
19
日
（木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
  

 

６
月
25
日
（水
） 

【
遊
歩
道
通
行
止
め
日
】 

③
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
  

 

６
月
20
日
（金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

６
月
26
日
（木
） 

          

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

 

保
健
所
・精
神
保
健
福
祉
巡
回
相
談 

 

今
年
度
は
、
次
の
日
程
で
、
精
神
科
医
に
よ
る
講

演
会
、
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

◎
講
演
会 

「
う
つ
と
ス
ト
レ
ス
」
～
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
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方
法
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
～ 

 

現
在
、
仕
事
や
職
場
生
活
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
い
る
人
は
５
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

ス
ト
レ
ス
と
う
つ
の
関
係
や
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に

付
き
合
う
コ
ツ
を
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
21
日
（土
）午
前
９
時
～
10
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
22
日
（日
）午
後
１
時
30
分
～
３
時 

  

《
場
所
》
保
健
所
２
階 

 

◎
個
別
相
談 

 

「
や
る
気
が
起
き
な
い
」
「
気
分
が
落
ち
込
む
」

「お
酒
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
」な
ど
、
ご
自
身
や

ご
家
族
で
お
困
り
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
？
こ
の
機
会
に
個
別
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
20
日
（金
）午
後 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
21
日
（土
）午
後 

 
 
 
 
 
 

６
月
22
日
（日
）午
前 

 
 

《
場
所
》
保
健
所
２
階 

【
申
込
方
法
】
個
別
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
、
講
演
会
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
所
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。 

【
申
込
締
切
】
６
月
13
日
（金
）ま
で 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
保
健
師 

 

２
―
２
９
５
１ 

 

日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
金
融
相
談 

 

商
工
会
で
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
担
当
者
を
招

き
「出
張
金
融
相
談
会
」を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。 

 

事
業
資
金
全
般
の
ご
相
談
に
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
担
当
者
が
親
切
丁
寧
に
お
答
え
し
ま
す
。 

 

今
後
、
借
入
の
計
画
が
あ
る
方
は
、
ま
ず
面
談
を

さ
れ
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

※
事
前
予
約
を
優
先
い
た
し
ま
す
の
で
、
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
７
月
３
日
（木
）午
前
９
時
～
正
午 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
～
５
時 

《
会
場
》
商
工
観
光
会
館
（Ｂ
し
っ
ぷ
）２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
２
日
（水
）午
後
３
時
30
分
～
５
時 

７
月
３
日
（木
）午
前
９
時
～
11
時 

《
会
場
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

※
時
間
な
ど
で
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
出
来
る
限
り

調
整
い
た
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

※
気
象
状
況
な
ど
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

 

２
―
２
６
６
６ 

 小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
登
録
調
理
員
（パ
ー
ト
）募
集 

 【
仕
事
内
容
】デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で

の
調
理
業
務
ほ
か
付
随
す
る
業
務 

【
勤
務
日
】
週
２
日
～
５
日 

【
勤
務
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分
の
う
ち

４
～
５
時
間
程
度 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
実
施
時
は
、
朝
食
、
昼
食
、

夕
食
、
休
日
の
勤
務
有
り
。
ほ
か
に
月
に
数
回
、

２
時
間
程
度
の
清
掃
な
ど
有
り
。 

【
採
用
人
数
】
若
干
名 

【
時
給
】
９
７
０
円
～ 

 

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

明
老
会 

 
 
 
 

２
ー
３
９
１
１ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

  

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（※
予
約
が
必
要
で
す
。
） 

【
相
談
内
容
・時
間
】
無
料
法
律
相
談 

（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
14
日
（土
）午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
15
日
（日
）午
後
３
時
～
５
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
先
・予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 

 

《
試
験
日
時
》
６
月
21
日
（土
）午
前
９
時
か
ら 

《
申
込
期
限
》
６
月
20
日
（金
）午
後
５
時
ま
で 

 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

《
試
験
場
所
》
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

 

●
問
合
せ
先 

 

警
視
庁
小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

２
―
２
１
１
０ 

 

小
笠
原
高
等
学
校
ビ
ー
デ
祭 

 

【
日
時
】
６
月
８
日
（日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
高
等
学
校 

【
内
容
】
本
校
生
徒
に
よ
る
模
擬
店
、
展
示
、 

ス
テ
ー
ジ
発
表 

【
そ
の
他
】
駐
車
場
お
よ
び
駐
輪
場
は
十
分
に
あ
り

ま
せ
ん
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
車
・二
輪
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

２
―
２
３
４
６ 

 

図
書
館
開
放
時
間
の
変
更 

 

【
変
更
前
】
午
後
２
時
～
４
時
30
分
ま
で 

【
変
更
後
】
午
後
２
時
30
分
～
５
時
ま
で 

【
変
更
予
定
日
】
６
月
よ
り 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 
２
―
２
３
４
６ 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（大
村
海
岸
） 

  

商
工
会
青
年
部
で
は
、
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を

維
持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク 

リ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
利
用
す
る
機
会
も
多
い
、
大
村
海
岸
を
メ

イ
ン
に
行
い
ま
す
。 

 

観
光
シ
ー
ズ
ン
目
前
、
ま
た
亀
の
産
卵
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
前
に
、私
た
ち
の
手
で
海
岸
を
奇
麗
に
し
ま
し
ょ

う
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
29
日
（日
）午
後
３
時
集
合 

（雨
天
の
場
合
は
中
止
） 

【
集
合
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場 

大
村
海
岸
以
外
の
ビ
ー
チ
へ
移
動
す
る
場
合
、

交
通
手
段
は
青
年
部
で
用
意
し
ま
す
。 

【
持
ち
物
】
お
持
ち
の
方
は
軍
手 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
ー
２
６
６
６ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

【
６
月
の
開
館
】
お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
～ 

出
港
日
、
観
光
船
入
港
中
開
館 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

【
特
別
展
】《
新
館
》
「小
笠
原
諸
島
の
島
々
」～
硫
黄

三
島
、
沖
ノ
鳥
島
、
南
鳥
島
、
西
之
島
～
開
催
中 

 
 
 

火
山
列
島
の
硫
黄
三
島
、日
本
最
南
端
の
「沖

ノ
鳥
島
」最
東
端
の
「南
鳥
島
」そ
し
て
…
去
年

11
月
か
ら
噴
火
活
動
の
続
く
「西
之
島
」な
ど

魅
力
あ
る
小
笠
原
の
島
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
企
画
展
】《
本
館
》
「平
成
26
年
度
国
立
公
園
・野

生
生
物
フ
ォ
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」６
月
17
日
ま
で 

【
講
演
会
ほ
か
】 

○
講
演
会
「香
り
の
ひ
み
つ
」～
小
笠
原
の
香
り
を

求
め
て
～ 

 
 
 

皆
さ
ん
の
身
近
な
生
活
の
香
り
。
香
り
の
研

究
員
が
香
り
の
ひ
み
つ
と
研
究
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。 

《
日
時
》
６
月
３
日(

火)

午
後
７
時
～
８
時 

《
講
演
者
》
矢
口 

善
博
（高
砂
香
料
株
式
会
社
）ほ
か 
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○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「バ
ラ
の
香
り
づ
く
り
」 

 
《
日
時
》
６
月
４
日(

水)

午
後
７
時
～
８
時 

 
 

※
こ
ち
ら
は
、
当
日
先
着
20
名
の
小
学
生
高
学

年
以
上
対
象
で
す
。 

《
主
催
》
高
砂
香
料
株
式
会
社 

  

《
共
催
》(

公
財)
東
京
都
公
園
協
会
・Ｂ
Ｉ
Ｏ 

○
講
演
会
「モ
ク
マ
オ
ウ
を
駆
除
す
る
と
土
壌
は

湿
る
ｏ
ｒ
乾
く
？
」～
水
循
環
か
ら
見
た
駆
除

後
の
土
壌
水
分
環
境
の
変
化
～ 

森
林
生
態
系
保
全
の
た
め
に
モ
ク
マ
オ
ウ

の
駆
除
を
し
て
い
ま
す
。
駆
除
は
保
全
の
一
方
、

予
想
外
の
変
化
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
講
演
で
は
、
森
林
の
「水
の
流
れ
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
駆
除
後
の
森
林
の
変
化
に
つ
い
て

最
新
の
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
す
。 

《
日
時
》
６
月
22
日(

日)

午
後
７
時
30
分
～
９
時 

《
講
演
者
》
畑 

憲
治
（首
都
大
学
東
京
大
学
院
理

工
学
研
究
科
） 

《
主
催
》
首
都
大
学
東
京 

  

《
共
催
》(

公
財)

東
京
都
公
園
協
会
・Ｂ
Ｉ
Ｏ 

《
場
所
》
全
て
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
レ
ク 

チ
ャ
ー
ル
ー
ム 

 ●
問
合
せ
先 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー    

２
―
３
０
０
１ 

 

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催 

 

◎
第
35
回
「む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し
」 

 

い
よ
い
よ
今
年
の
夏
も
土
星
が
見
え
て
き
た
よ
！

土
星
を
望
遠
鏡
で
見
て
み
よ
う
！ 

【
日
時
】
６
月
25
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
集
合
場
所
】
奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
６
月
24
日
（火
） 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

 

２
―
７
３
３
３ 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
６
月
27
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
事
前
予
約
受
付
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 
お
が
さ
わ
ら
丸
夏
期
乗
船
券
の
発
売
日 

 

村
民
の
皆
さ
ま
の
乗
船
枠
は
十
分
ご
用
意
し
て
い

ま
す
が
、
夏
休
み
に
上
京
予
定
の
方
は
、
乗
船
券
を

お
早
め
に
ご
予
約
ま
た
は
、
ご
購
入
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
７
月
分
】
予
約
、
販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

【
８
月
分
】
６
月
６
日
（金
）よ
り
予
約
、
発
売
開
始 

【
９
月
分
】
９
月
２
日
東
京
発
～
９
月
10
日
父
島
発

便
は
７
月
３
日
（木
）よ
り
予
約
、
発
売
開
始
。
以

後
は
通
常
通
り
東
京
出
港
便
の
２
か
月
前
か
ら
と

な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

《
父
島
》
小
笠
原
海
運
㈱ 

 
 

２
―
２
１
１
１ 

 

《
母
島
》
東
京
島
し
ょ
農
協
母
島
店 ３

―
２
３
３
１ 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
で
行
く 

硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ
参
加
者
募
集 

 

今
年
も
お
が
さ
わ
ら
丸
で
の
原
生
自
然
環
境
保
全

地
域
南
硫
黄
島
を
含
む
、
北
硫
黄
島
、
硫
黄
島
３
島

の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。 

【
実
施
日
時
】 

７
月
８
日
（火
）午
後
７
時
父
島
出
港
～ 

７
月
９
日
（水
）午
後
７
時
父
島
着 

夜
行
日
帰
り 

【
参
加
費
】 

○
大
人 

 

２
万
２
千
円 

 

○
学
生 

 

１
万
９
千
円 

 

○
小
学
生 

１
万
２
千
円 

※
参
加
費
に
は
２
等
船
賃
、
旅
行
傷
害
保
険
料
お

よ
び
消
費
税
を
含
み
ま
す
。 

※
上
級
席
を
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

※
各
島
に
は
上
陸
で
き
ま
せ
ん
の
で
船
上
か
ら
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

※
双
眼
鏡
な
ど
お
持
ち
の
方
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

※
海
上
状
態
に
よ
り
行
程
の
一
部
変
更
ま
た
は
中

止
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
６
月
25
日
（水
）ま
で 

 ●
申
込
・問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
運
（株
）父
島
営
業
所
２
―
２
１
１
１ 

                    

                         

専
門
診
療 

 

◎
小
児
科 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
８
日
（日
）午
後
２
時
診
察
開
始 

《
受
付
時
間
》
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
ま
で 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
10
日
（火
）午
前
10
時
診
察
開
始 

《
受
付
時
間
》
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
ま
で 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

◎
産
科
・婦
人
科 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
15
日
（日
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

６月の燃料油価格変動調整金 
 

 ６月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い

合わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，５６３ （+1,269） 

２  等  品 ８，９６６ （+1,190） 

３  等  品 ８，３６８ （+1,110） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９５８ （+127） 

０．０７５トン以下 ７２２ （+96） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，８７０ （+990） ２，４４０ （+500） 

１ 等 ９，７４０ （+1,980） ４，８７０ （+990） 

村民割引 
（往復）２等 ５，８５０ （+1,190） ２，９３０ （+600） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２６，３５０ （+3,140） １３，１８０ （+1,570） 

特 ２ 等 ３９，５１０ （+4,700） １９，７７０ （+2,360） 

１ 等 ５２，７１０ （+6,270） ２６，３６０ （+3,140） 

特 １ 等 ６０，９４０ （+7,250） ３０，４８０ （+3,630） 

特 等 ６５，９６０ （+7,850） ３２，９９０ （+3,930） 

２等（学割） ２１，０９０ （+2,520）  
２等 

（身体障害者割引） １３，１８０ （+1,570）  ６，６００ （+790） 
村民割引 
（往復）２等 ３９，５３０ （+4,710） １９，７８０ （+2,360） 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １７，０４５ （＋1,407） 

２  等  品 １５，８６８ （＋1,310） 

３  等  品 １４，５９７ （＋1,205） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，７０８ （＋141） 

０．０７５トン以下  １，２７１ （＋105） 
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【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
17
日
（火
）～
20
日
（金
） 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

予
約
制
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
電
話
ま
た
は
ご
来

所
く
だ
さ
い
。
（尚
、
予
約
は
水
曜
日
を
除
く
平
日
、

午
後
１
時
30
分
～
５
時
の
間
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

 

２
―
３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 

 
３
―
２
１
１
５ 

 

小
笠
原
村
診
療
所
（父
島
）歯
科
の
休
診 

 

【
休
診
日
】
６
月
17
日
（火
）～
７
月
２
日
（水
）の
期

間
休
診
し
ま
す
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
ー
３
８
０
０ 

    

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診 

 
 

今
月
は
小
児
科
医
が
来
島
し
ま
す
。
対
象
者
の
方

に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。
６
歳
未
満
の
乳

幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計
測
の
み
を
希
望

の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
） 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
９
日
（月
） 

受
付
時
間 

午
前
９
時
～
10
時
30
分
、 

午
後
２
時
～
３
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
10
日
（火
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

育
児
学
級 

歯
科
の
会
（父
島
） 

 

歯
科
衛
生
士
さ
ん
か
ら
歯
の
磨
き
方
や
歯
に
ま
つ

わ
る
お
話
、
歯
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
る
会
を

催
し
ま
す
。
も
う
一
度
、
一
緒
に
歯
の
磨
き
方
を
振

り
返
り
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】 

１
歳
～
２
歳
半
ま
で
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る 

 
 

歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル 

【
日
時
】
６
月
18
日
（水
）午
前
10
時
～
11
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９ 

 
育
児
学
級 

離
乳
食
の
会
（父
島
） 

 

栄
養
士
と
島
の
食
材
を
使
っ
た
離
乳
食
を
作
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
事
前
に
電
話

で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
４
か
月
か
ら
12
か
月
の
お
子

さ
ま
と
保
護
者 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、
母
子
手
帳 

【
日
時
】
６
月
25
日
（水
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 
 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
月

か
ら
、
室
内
運
動
と
な
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
、
セ

ラ
バ
ン
ド
体
操
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
６
月
13
日
（金
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
持
ち
物
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

予
防
接
種
の
実
施
（父
島
） 

  

保
育
園
年
長
、
小
学
６
年
生
の
方
を
対
象
に
、
定

期
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は

個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

【
接
種
種
類
】 

《
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
》
保
育
園
年
長 

《
２
種
（ジ
フ
テ
リ
ア
・破
傷
風
）混
合
》小
学
６
年
生 

【
実
施
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

【
実
施
日
】 

○
６
月
12
日
（木
）(

保
育
園
年
長
対
象) 

 

○
６
月
17
日
（火
）(

小
学
６
年
生
対
象) 

【
受
付
時
間
】
通
知
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

   

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
新
し
く
小
笠
原
村
の
村
民
と
な
ら
れ
た
方
々
へ 

 

【
世
界
自
然
遺
産
と
は
】
人
類
共
通
の
か
け
が
え
の

な
い
財
産
と
し
て
、
将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
宝
物
、
そ
れ
が
世
界
遺
産
で
す
。 

世
界
遺
産
に
は
自
然
遺
産
と
文
化
遺
産
、
両
方

を
兼
ね
備
え
た
複
合
遺
産
が
あ
り
ま
す
。 

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、 

４
つ
の
登
録
基
準
（
「
自
然
景
観
」
「
地
形
・
地
質
」

「生
態
系
」「生
物
多
様
性
」）の
う
ち
１
つ
以
上
を

満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【
小
笠
原
の
価
値
と
は
】
小
笠
原
諸
島
は
、
そ
の
誕

生
以
来
、
大
陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が
無
い

海
洋
島
で
す
。
偶
然
流
れ
着
い
た
動
植
物
が
島
の

様
々
な
場
所
に
広
が
っ
て
い
き
、
生
息
場
所
に
適

し
た
形
に
進
化
し
て
い
き
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
小
笠
原
諸
島
で
は
限
ら
れ
た
面
積
の

中
で
独
自
の
進
化
が
起
こ
り
、
数
多
く
の
固
有
種
が

み
ら
れ
、
特
に
陸
産
貝
類
や
植
物
・昆
虫
類
に
お
い
て
、

今
な
お
進
行
中
の
進
化
の
過
程
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
点
が
評
価
さ
れ
、
「生
態
系
」の
基
準
に
合
致
し
て

い
る
と
し
て
、
平
成
23
年
６
月
、
日
本
で
４
番
目
の

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

【
小
笠
原
の
自
然
を
守
る
た
め
に
】
小
笠
原
の
生
態

系
は
、人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
「外

来
種
」の
影
響
に
よ
り
急
速
に
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
笠
原
に
生
息
す
る
固
有
種
は
外
敵
か
ら
身
を
守

る
方
法
を
知
ら
な
い
た
め
、
環
境
の
変
化
や
外
敵

の
侵
入
に
対
し
と
て
も
弱
い
の
で
す
。
新
た
な
外

来
種
問
題
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
島
外
か
ら

動
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
村
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
内
地
か
ら
小
笠
原
に
も
ど
る
と
き
は
】 

○
新
た
な
外
来
種
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、
小
笠
原

に
い
な
い
生
物
を
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

○
靴
底
に
泥
が
つ
い
て
い
た
ら
、
出
発
前
に
落
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

【
属
島
に
い
く
と
き
は
】 

○
父
島
、
母
島
以
外
の
属
島
に
は
、
グ
リ
ー
ン
ア

ノ
ー
ル
や
オ
オ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
・プ
ラ
ナ
リ
ア
は

生
息
し
て
い
ま
せ
ん
。
（残
念
な
が
ら
兄
島
は
、

平
成
25
年
３
月
に
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
の
侵

入
が
確
認
さ
れ
、
現
在
根
絶
に
向
け
、
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。
） 

○
靴
や
サ
ン
ダ
ル
の
泥
を
確
実
に
落
と
し
て
か
ら

出
発
し
ま
し
ょ
う
。 

○
船
や
カ
ヤ
ッ
ク
に
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
出
発
前
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。 

私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
意
識
し
、
行
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
小
笠
原
の
貴
重
な
自
然
を
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
天
然
記
念
鳥
獣
本
舗 

第
14
回
「道
理
で
黒
い
と
思
っ
た
」 

 
 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
と
呼
ば
れ
て
も
、
赤
い
部
分
は
ご
く

わ
ず
か
で
す
。
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
は
、
「カ
ラ

ス
」が
表
す
よ
う
に
、
全
身
が
黒
色
で
す
。 

 

数
年
前
ま
で
、
こ
の
鳥
は
個
体
数
が
と
て
も
少
な
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く
、
ま
た
森
の
中
に
棲
ん
で
お
り
、
あ
ま
り
姿
が
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
黒
は
暗
い
森
で
カ
モ
フ
ラ
ー

ジ
ュ
の
役
に
立
つ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
最
近
は
、
島
民
が
一
丸
と
な
っ
て
の
保
全

活
動
の
お
か
げ
で
、
個
体
数
が
増
え
、
島
の
あ
ち
こ

ち
で
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

数
の
増
え
た
ア
カ
ポ
ッ
ポ
は
、
集
落
や
農
耕
地
な

ど
、
開
け
た
と
こ
ろ
に
も
頻
繁
に
出
て
く
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
時
に
は
10
羽
や
20
羽
の

群
も
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
少
な
か
っ
た

と
き
に
は
、
想
像
で
き
な
か
っ
た
光
景
で
す 

         

さ
て
、
小
笠
原
に
は
他
に
も
ク
ロ
ア
シ
ア
ホ
ウ
ド

リ
や
、
ク
ロ
ア
ジ
サ
シ
な
ど
黒
い
鳥
が
い
ま
す
。
彼

ら
の
特
徴
は
群
を
作
る
こ
と
で
す
。
明
る
い
場
所
で

は
、
黒
色
は
か
え
っ
て
目
立
ち
ま
す
。
お
互
い
の
目

印
に
な
り
、
群
を
作
り
や
す
い
の
で
し
ょ
う
。 

 

そ
う
思
う
と
、
ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
黒
色
も
、
集
ま
る
の

に
役
立
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
森
の
中
で
目
立

た
な
い
だ
け
で
な
く
、
群
を
作
る
場
所
で
は
目
立
つ
、

と
い
う
合
理
的
な
色
と
言
え
ま
す
。
た
だ
し
、
捕
食
者

に
も
見
つ
か
り
や
す
く
な
る
の
が
、
玉
に
瑕
で
す
ね
。 

 

文 

森
林
総
合
研
究
所 

主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

挿
絵 

バ
ー
ド
リ
サ
ー
チ 

研
究
員 

青
山
夕
貴
子 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
157 

 

◎
国
際
ウ
ミ
ガ
メ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 

４
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
ア
メ
リ
カ
南
部
の
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
で
開
催
さ
れ
た
、

「
２
０
１
４INTERNATIONAL 

SEA 
TURTLE 

SYM-

POSIUM

」に
参
加
致
し
ま
し
た
。世
界
各
国
か
ら
約
８

０
０
名
の
ウ
ミ
ガ
メ
研
究
者
や
学
生
が
日
頃
の
研
究

や
活
動
の
成
果
を
発
表
し
、
そ
し
て
情
報
交
換
や
意

見
交
換
を
す
る
た
め
に
参
加
し
ま
し
た
。
Ｅ
Ｌ
Ｎ
Ａ

か
ら
は
、
小
笠
原
で
の
ウ
ミ
ガ
メ
捕
獲
の
歴
史
や
食

文
化
、
近
年
の
産
卵
巣
数
な
ど
を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ

ー
発
表
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
笠
原
で
の
産
卵
巣
・

ふ
化
率
の
調
査
方
法
な
ど
を
「The 

Third 
East 

Asia Regional Meeting(

東
ア
ジ
ア
会
議)

」で
口

頭
発
表
し
、
近
隣
諸
国
で
活
動
す
る
研
究
者
達
の
感

想
や
意
見
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
笠

原
で
の
合
法
的
な
ウ
ミ
ガ
メ
漁
や
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
卵

１
つ
１
つ
を
割
っ
て
中
身
を
確
認
す
る
調
査
方
法
な

ど
は
世
界
的
に
も
稀
で
あ
り
、
世
界
の
ウ
ミ
ガ
メ
の

状
況
を
知
る
な
か
で
、
小
笠
原
の
調
査
が
重
要
な
位

置
付
け
に
あ
る
と
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

世
界
中
で
ウ
ミ
ガ
メ
の
研
究
が
進
み
新
た
な
発
見

が
あ
る
一
方
、
発
展
途
上
国
に
お
い
て
は
ウ
ミ
ガ
メ

保
護
と
い
う
概
念
す
ら
無
く
、
貴
重
な
産
卵
場
所
が

人
間
の
影
響
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
い
る
現
状
も
あ
り

ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
、
人
が
ウ
ミ

ガ
メ
と
う
ま
く

共
存
で
き
る
よ

う
努
力
と
意
識

を
続
け
て
い
る

小
笠
原
は
特
別

な
場
所
の
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
ウ
ミ
ガ

メ
と
島
民
と
の

関
わ
り
や
調
査

結
果
な
ど
、
世

界
に
向
け
て
発

信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

://b
on

in
-o

cea
n

.n
et 

 
 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
ザ
ト
ウ
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
っ
て 

  

小
笠
原
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
目
玉
で
あ

る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
。
今
回
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
定
点

観
測
結
果
の
ま
と
め
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

         

  

右
の
グ
ラ
フ
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
と
過
去
３
年
分
の 

デ
ー
タ
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
１
月

後
半
か
ら
２
月
後
半
ま
で
、発
見
頭
数
の
多
い
時
期
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
特
徴
と
し
て
は
、
来
遊

の
ピ
ー
ク
が
早
か
っ
た
こ
と
と
、ピ
ー
ク
時
の
発
見
頭
数

が
例
年
よ
り
も
多
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
３
月
以
降
に
な
る
と
発
見
頭
数
が
減
少

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
５
月
に
入
っ
て
か
ら
も

定
点
観
測
で
の
発
見
も
あ
り
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ 

ア
ー
中
に
ク
ジ
ラ
を
発
見
し
た
と
い
う
情
報
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
６
月
１
日
に
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
を
発
見
し
た
と
い
う
情
報
も
あ
る
の
で
、
も
し
小

笠
原
近
海
で
、ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
発
見
し
た
場
合
は
、

Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
時
期
の
発

見
情
報
は
非
常
に
稀
な
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
  

一
般
社
団
法
人
小
笠
原 

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 
２
ー
３
２
１
５ 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
を
守
る

た
め
に 

 

都
立
大
神
山
公
園
内
の
大
村
海
岸
は
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ

メ
に
と
っ
て
大
切
な
産
卵
場
所
で
す
。 

昨
年
も
約
１
７
０
回
の
産
卵
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                  

今
年
も
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
９
月
頃
ま
で

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
海
岸
に
上
陸
し
て
き
ま
す
。
ア
オ

ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
で
き
る
よ
う
、
図
で
示

し
た
場
所
（蛇
か
ご
と
砂
浜
ま
で
の
間
の
植
栽
地
）に

は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

な
お
、ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
・孵
化
が
終
わ
る
頃

(

10
月
頃)

ま
で
、
夜
間
、
大
村
中
央
地
区
の
園
内
灯

の
消
灯
と
迷
走
ガ
メ
防
止
ゲ
ー
ト
を
閉
鎖
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
足
元
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係
２
―
２
１
２
３ 

 
 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
大
神
山
公
園

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

２
―
７
１
７
０ 

 

 

 

 

図. 定点観測での平均発見頭数の推移 
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・肥満予防：よく噛むことで、満腹感が得られます。 

・脳の発達：子どもの知育、高齢者の認知症予防に役立ちます。 

・味覚の発達：食べ物の味がよくわかります。 

・がんの予防：唾液の酵素には発がん物質の発がん作用を消す

働きがあります。 

・歯の病気を防ぐ：歯周病や口臭を防ぎます。 

・全身の体力向上：ストレス解消も助けます。 

・胃腸の働きを促進：消化酵素がたくさん出て消化を助けます。 

・言葉の発音がはっきり：筋肉を発達させ、表情も豊かになり

ます。 

 
 

                                

                                 

                                 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美

（うちむら かずみ）です。うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れ

て、早くみなさんに覚えていただけるように頑張ります。島の野菜や果物

を使った料理に挑戦してみようかと思っています！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

―村民課福祉係 ― 

― 第１７２号 ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

保 健 師：今月は母島診療所の歯科医師 島田耕輔先生にご協力をいただきました。 

ク ジ ラ：先生、“噛むこと”“五感を意識すること”はとても大切なんですね。 

島田先生：小笠原村には、季節を感じられる色とりどりの食材がたくさんあり、海・山の背

景を想像するだけでも五感を刺激してくれますね。旬の食材は栄養価も高く良い

ことばかりです。食材の味や香り、色合いの他にも料理を食べる人の年齢・性別

に合わせた調理法や料理を盛り付ける器の色・形・重さなどに配慮する作り手の、

おもてなしの心が五感を刺激する最後の隠し味なのかもしれません。   

クジラ・保健師：島田先生、ありがとうございました！ 

五感で味わう食事法 

 
五感（視覚・嗅覚・味覚・聴覚・触覚）を意識して、よく噛んで味わって食べていますか？ 

 

 

6月 4日はむし歯予防デー、そして 6月 4日～10日は「歯の衛生週間」です。 

 

まず、料理と食器を見て、どんな味なのかを想像しながら楽し

みます。料理の香りを味わったあとに、食べ物を箸などで触れ

て硬さや重さを感じます。口の中に運びゆっくりとよく噛むこ

とによって、唾液の分泌がよくなり食べ物の味が口腔に広がり

味覚として感じられやすくなります。よく噛むことにより、香

りが喉から鼻腔にぬけ嗅覚を充分に働かせて香りをより味わう

ことができます。また噛んでいる時の食材の音により、口腔か

ら伝わる骨導音と外から伝わる気道音によって硬さや感触を聴

覚で味わうことができます。よく噛んで狭い咽頭を通りやすい

ように、だ液と混ざったら喉越しを感じながらのみ込みます。 

口の中に 

私たちの生命活動は、食べることによって支えられています。食べるために無くてはならない器

官が“歯”。歯は全身の健康の原点とも言えます。 

人間は、自ら栄養源を作り出すことができず、飲食物として外部から補給しています。単に栄養

摂取を目的とする機械的な食事ではなく、よく噛んで五感を意識した食べ方を今日から実践して

みましょう。よく噛んで食べることにより、料理のおいしさは脳で総合的に感じ取られます。 

 

唾液はよく噛むことで出てきます。唾液は、様々な

酵素を含んでいるので、むし歯や歯周病を防ぎ、胃

腸での消化吸収にも良い働きをするため、便秘予防

にもつながります。 

また、よく噛むことで食事量が少なくても満腹感が

得られ、肥満や糖尿病の予防に効果があります。そ

の他、窒息など不慮の事故も防ぐことができます。 

噛む 8大効用 

よく噛んで食べる習慣を！ 

子どもの早食いは肥満のもとです。大人になって

からの生活習慣病につながることにもなります

ので、子どもの頃からしっかり噛んでゆっくり食

べる習慣を身につけましょう。 

子どもの頃からの習慣が大切です！ 

料理・咀嚼の音 

食事中の会話 

料理の香り 

食材の匂い 

食感・喉越し 

食材に触れる 

噛んで味わう 

薄味を感じる 
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高校図書館開放 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（母島）

専門診療（耳鼻咽喉科）父島

出港日

入港日 予防接種（２種（ジフテリア・破傷風）混合）の実施（父島）

母島巡回労働相談 専門診療（産科・婦人科）父島（～２０）

シロアリ対策申込期間（～１１） 小笠原村診療所（父島）歯科の休診（～７/２）

西之島視察会申込期間（～１１） 育児学級　歯科の会（父島）

小笠原村観光局事業報告会（父島）

西町国有地モクマオウ伐採など（～１７） 赤旗山方面指定ルート通行止め

ビジターセンター講演会

専門診療（耳鼻咽喉科）母島 入港日

ビジターセンター　ワークショップ「バラの香りづくり」 八丈島寄港便

小笠原村観光局事業報告会（母島） 小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

出港日 硫黄島掃海訓練による操業制限（～２９）

定期予防接種 保健所・精神保健福祉巡回相談（～２３）

小笠原小学校学校公開（～７） 原付免許学科試験申込期限

ノヤギ駆除 父島返還祭

精神保健福祉講演会（母島）

小笠原小学校　学校公開 原付免許学科試験実施日

母島返還祭（前夜祭）

精神保健福祉講演会（父島）

入港日 母島返還祭（当夜祭）

専門診療（小児科）父島 高校図書館開放

小笠原高等学校ビーデ祭 ビジターセンター講演会

小笠原パッションフルーツ即売会 出港日

観光マーケティング調査報告会（父島）

乳幼児健診・歯科健診（父島） ギャラクティック・キッズ申込期限

専門診療（小児科）母島 農業経営改善計画書記入相談会（父島）

観光マーケティング調査報告会（母島） 育児学級　離乳食の会（父島）
乳幼児健診・歯科健診（母島） ギャラクティック・キッズ開催

出港日 赤旗山方面指定ルート通行止め

入港日

小笠原村日本復帰記念の日

予防接種（麻しん風しん混合）の実施（父島） 小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

保健所・難病巡回相談（～２９）

ノヤギ駆除 定期予防接種

行政相談所の開設 電話による無料法律相談

常世ノ滝～千尋岩方面指定ルートおよび西海岸指定ルート通行止め

ヘルスアップ教室（父島） 西之島視察会

入港日 農業経営改善計画書記入相談会（母島）

硫黄島訪島事業（～１７） 出港日

東京三弁護士会による法律相談（母島） ビーチクリーン（大村海岸）

専門診療（産科・婦人科）母島 おがさわら丸で行く硫黄島３島クルーズ参加者募集

東京三弁護士会による法律相談（父島） 高校図書館開放

高校図書館開放 母島巡回労働相談

個人住民税、国民健康保険税および介護保険料の口座振替日
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